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鳳
凰
山

神
野
良
英

寺
社
札

入
門

西
本
願
寺
／
東
本
願
寺

カ
タ
ロ
グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
山
城
編
）こ

の
タ
イ
プ
は
少
な
く
、
見
る
も
の
の
多
く
が
後
掲

の
﹁
松
屋
平
右
衛
門
札
﹂
の
よ
う
で
す
。

○
松
屋
平
右
衛
門

・
銀
壱
匁
︻20

︼

こ
ち
ら
は
大
和
の
松
屋
平
右
衛
門
が
引
請
と
な
っ
た

も
の
で
、
前
掲
の
﹁
引
替
所
札
﹂
と
は
ほ
ぼ
同
形
式
と

な
り
ま
す
（
版
木
の
一
部
が
流
用
さ
れ
て
い
ま
す
）。

西
本
願
寺
札
で
は
最
も
存
在
の
多
い
も
の
で
、
各
種

の
押
印
違
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
中
・
片
塚
の
蓮
通
寺
に
引
替
會
所
を
設
置
し
、
発

行
さ
れ
た
一
群
で
す
。

裏
面
は
前
回
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
霊
鑑
寺

の
﹁
川
岸
屋
札
﹂（
拾
匁
）
と
瓜
二
つ
で
す
。

○
龍
谷
末
葉
改
革
融
通

・
壱
匁
︻60

︼

・
壱
匁
（
青
）（
印
面
小
型
？
）︻300

︼

裏
面
下
段
に
﹁
龍
谷
末
葉
改
革
融
通
﹂
と
入
る
も
の

で
、
こ
の
タ
イ
プ
に
は
印
面
（
版
木
）
の
や
や
縮
小
さ

れ
た
よ
う
に
見
え
る
﹁
青
札
﹂
が
存
在
し
ま
す
。

色
違
い
と
い
う
点
で
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う

な
例
は
﹁
そ
の
他
編
﹂
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

伯
耆
・
大
山
寺
札
に
も
あ
り
ま
し
た
。

○
講
元
（
※
）

・
壱
匁
︻80

︼

○
空
欄
（
※
）

・
壱
匁
︻60

︼

空
欄
部
分
に
各
種
の
押
印
が
見
ら
れ
ま
す
。

※
﹁
講
元
札
﹂
と
﹁
空
欄
札
﹂
に
は
や
や
黄
色
味
掛

か
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
後
天
的
な
要
素
の
可

能
性
を
鑑
み
て
今
回
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
小
額
札

・
五
分
︻150

︼

・
三
分
︻
未
見
︼

西
本
願
寺
は
文
永
七
（
一
二
七
二
）
年
創
建
と
な
る

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
収
集
界
で
は
本
願
寺
札
と

さ
れ
る
も
の
は
全
て
こ
の
西
本
願
寺
の
発
行
と
考
え
ら

れ
て
来
ま
し
た
が
、﹃
城
州
古
札
見
聞
録
﹄
に
お
い
て
後

掲
の
東
本
願
寺
札
と
の
弁
別
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

西
本
願
寺
札
は
種
類
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
（
地
域
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
中
分
類
を
入
れ
て
見
て
い
き
ま
す
。

表
面
に
﹁
和
州
惣
門
徒
請
負
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
大

和
の
地
で
流
通
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
引
替
所

・
銀
壱
匁
︻200

︼

西
本
願
寺
（
六
條
御
殿
）

弌
派
融
通
手
形
（
大
和
）

蓮
通
寺
（
備
中
）
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（
法
量 16.7

×4.3 cm

）

（
法
量 16.3

×4.1 cm

）

（
法
量 15.2

×3.6 cm

）

同
・
蓮
通
寺
（
備
中
） 

龍
谷
末
葉 

改
革
融
通
　
壱
匁	

【6
0

】

同
・
弌
派
融
通
手
形
（
大
和
） 

松
屋
平
右
衛
門
　
銀
壱
匁	

【2
0

】

同
・
蓮
通
寺
（
備
中
） 

龍
谷
末
葉 

改
革
融
通
　
壱
匁
（
印
面
小
型
？
）	

【
青3

0
0

】

西
本
願
寺
・
弌
派
融
通
手
形
（
大
和
） 

引
替
所
　
銀
壱
匁	

【2
0
0

】

（
法
量 15.1

×3.6 cm

）


